
令和 7 年度第２回学校運営協議会（議事録） 

日時:令和 7 年１１月７日 (金) 13：30～     

場所:山梨県立上野原高等学校 小会議室(北館 1 階) 

記録：宮村良一（総務） 

 

(１)第 1 回学校運営協議会 

① 開会の言葉 (司会 日下) 

② 学校長あいさつ (秋山 すみ江) 

・生徒の活動紹介→各部が力を発揮 

 例：吹奏楽部・・西関東大会に出場（銀賞） 香川総文祭文芸部門（短歌）出場 

    弓道県大会ベスト８ など 

・後期がはじまり、生徒には失敗をおそれず様々なことに挑戦してもらいたい 

・今後も皆様の率直な意見を伺い、協力をお願いしたい。 

③  校内視察 

④  議事(議長 : 会長 志村 憲一様) 

ア 視聴；学校 PR 動画（DX 事業で作成した学校の PR 動画、HP にアップロード前の動画等） 

イ 中学生向け（上高アニマシオンについて）（教頭より） 

  平成 18 年から校内でスタートし、平成 25 年から対象を中学生に広げて実施している 

  本年度の様子の動画を視聴 

ウ インターンシップについて (教頭より) 

  県内東部地域では富士北稜と都留興譲館工業科が実施している 

  本校では 2 年生全員を対象に実施しており、貴重な就労経験をさせている 

  課題としては、夏休み中の限られた期間のため、本人の希望とのマッチング、日程の調整、 

  酷暑による体調管理などがある 

  成果としては、職場の方から直接フィードバックすることで生徒が真摯に受け止めている。 

3 年時の進路決定時の面接で、実体験に基づく回答ができているなど。 

 



 

質問意見 

（坂本委員より） 

インターンシップのアポは直接生徒に取らせているのか？ 

（教頭より） 

  見学等のアポイントの確認の電話やお礼状の手紙は、生徒たちが職員室から電話を掛けさせ

たり、本人たちが手紙を書いたりといった指導をしている 

エ その他:    

 

質問意見 

（石井委員より） 

  来年度の入学希望者が 40 名程度であることなどで、周囲から上野原高校は今後どうなるのか

という意見を聞くことがある。 

少子化を踏まえ、学校の魅力づくりについて高校としての展望はどのようなっているのか？ 

（校長より） 

  本校の魅力として何を軸として打ち出すのか。普通科を基軸とした総合学科という点と、少

人数教育の良さ、温かさを中学生に伝えていきたい。 

また、先日のオープンスクールのアンケートでは、進路希望調査前に、オープンスクールに

参加したかったという声が多くあったので、時期的なものも検討していきたい。 

(石井委員より) 

・アイドル部やダンス部とか部活で魅力づくりしている例を聞く。このような部活動も生徒に

はおもしろみがあるのでは？ 

（教頭より）  

  資料のパンフレットのように、漫画チックにして面白味を持たせたり、QR コードをかざすと 

動画が映るといった工夫をしている。 

（志村議長より） 

・公立高校は、完全無償化が言われていて、公立離れに拍車がかかることが懸念されている。 

原因は少子化と思われるが、上野原が盛り上るように、皆さんのお知恵をお願いします。 



 

（教頭より） 

・中学校での進路選択に向けた取り組み状況について教えて下さい 

（関戸委員より） 

  進学先を決めるのは生徒と保護者ではあるものの、少人数で教える環境が非常に魅力的。 

 部活も少人数になれば大変だと思うが、かるた部の活動など魅力を発信してほしい 

インターンシップ活動でも、上高生を受け入れたが、掲示物を作ってもらい、校内に掲示し

てある。 

 

（天野委員より） 

  きめ細かく見ていただいている。1 人 1 人の希望に応じた進路指導、こじんまりとした、家

族的な上高の良さを感じた。 

アニマシオンに本校の生徒が楽しそうに映っていた。 

テストが近いのでピリピリしている中で、なぜ行きたいのと声掛けをすると、「弓道」という

ことを答えた生徒がいた。中学生にイメージしやすい姿をアピールしてほしい。 

東京に近いというメリットを進路や部活づくりに生かしてほしい。 

 

（森委員より） 

大学も少子化に直面している。うちの大学にくる生徒については、「何ができるのか」、ある

程度具体的なものがでていると、受ける受験生が多い。 

総合学科であれば、魅力的な科目の開設や部活動をアピールするのが良いのではないか。 

大学は、オープンキャンパスのときの対応する学生の態度の良さは希望生徒にも伝わる。 

難しいことは重々わかっているが、模擬授業、アニマシオンのような機会をいっぱい作ると

中学生にもつたわるのではないか。 

エ その他  

なし 

 

 



 

⑤  連絡事項 

ア 次回の第 3 回学校運営評議会 令和 8 年 2 月 13 日（金） １５：５０～ 

・内容については、エ 学校評価について、関係者評価としてご意見をいただきたい 

イ BYOD の報告（修学支援、PC 保管用棚、今年の BYOD パンフ紹介） 

 ・第 1 回時の質問事項に対する資料になる 

ウ いじめアンケート（第 1，2 回報告） 

・年に 3 回行うもので、6 月、10 月については実施済み 

・6 月 アンケートではいじめはないと答えたが、本人からの相談があって、解決済みの件では

あるが、いじめの認知、報告をした。 

・10 月。3 年生から 1 件、仲間はずれにされた訴えがあり、本人と対応。誤解と思われたた

め、指導。報告済み。 

 

(3) 意見交換 

（教頭より）  

 ・吉田委員からより提案のあった農地の借り受けの件については、来年度農地をお借りした

い。 

 ・（通学路途中の）新聞屋さんのところ、宗教の勧誘をしているご指摘について。 

 たまに立っていて、聖書を読みませんか？と声掛けをしている。警察には相談したが、警察で

は対応はできないとの回答があった。しかしながら、立つ回数は減っている。 

 

（４）その他 

（事務長より） 

 ・報酬を払う事務上の手続き書類の提出をお願いしているところでえ、まだお持ち人っていな

い方は、郵送が、次回に提出願いたい。 

(4) 閉会の言葉(司会) 


